
※終了後１時間は経過観察（バイタルサインをモニターする等）を行うこと
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Rp)パニツムマブ（ベクティビックス）     6 mg/㎏             day1           2週毎  

   
60
分 

★パニツムマブ投与に伴う皮膚障害対策 

 〈予防〉・・・初回投与時より開始 

①ミノマイシンカプセル 200mg 2× （投与6週間で終了） 

②ヘパリン類似物質（保湿剤：体全体に塗布）  

 〈症状発現時〉 

③ロコイド軟膏orクリーム（ステロイド剤/Medium：顔） 

④アンテベート軟膏（ステロイド剤/Very  Strong：体） 

※以後、症状により継続・再開及び抗アレルギー剤等薬剤 

    追加検討 

※上記無効時又は外用ステロイド副作用発現時 

★パニツムマブ投与期間中、以下の初期症状

（Infusion reaction）に注意すること （※症状

発現時→重症度に応じて速やかに対処） 

  ・意識消失又はショックを症状としたアナ

フィラキシー様症状 

  ・呼吸困難・気管支痙攣 

  ・蕁麻疹 

  ・低血圧 

  ・悪寒・発熱 

  ・血管浮腫 等 
 

＜用量規制因子＞ 

重度（Grade3以上）のInfusion reaction：投与中止し以降再投与しないこと 

Grade2以下のInfusion reaction：投与速度を減じて慎重に投与すること 

重度（Grade3以上）の皮膚障害発現時は投与延期 

→投与延期後6週間以内にGrade2以下に回復（6mg/kg又は4.8mg/kg） 

＜実施時の注意＞ 

インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を用いて投与すること。 

＜注意すべき副作用＞ 

●皮膚科症状（皮疹、乾燥、爪囲炎など） 


